
【取り組む際に生じた課題】
・ 輸出取引を拡大するにあたり、各国の輸出規制内容など輸出に関する情報が不
足。

・ 新たな販路開拓に向けた商社等との接点を模索。

【ウェブサイト】 http://www.saganvege.com

【対応の結果】
・ 輸出可能な相手先国が明確になり、商談を通して周年供給体制の強みと品質の
良さ、日持ちの良さが評価され新たな取引に繋がり、輸出が拡大。

現地スーパーでの試食販売
の様子（シンガポール）

香港飲食店「佐楽」のメ
ニュー表

 県の紹介で、平成24年頃から商社を通じてシンガポールに輸出開始。現在は、マ
レーシア、香港などへも輸出先を拡大している。

 周年栽培により年間供給可能数は18品目で、全て有機JAS認証品として輸出。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成30年度 約1030 6,87
通年平成29年度 約1000 6,69

平成28年度 約955 6.37

佐賀県 株式会社サガンベジ
『有機野菜をシンガポール、マレーシアなどへ』

【主な品目】

シンガポール、マレーシア、香港

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
・ 更なる販路開拓や輸出拡大を図ることにより、総販売額に占める輸出割合4割を
目標に取り組む。

【生じた課題への対応】
・ ジェトロや植物検疫協会などの輸出に精通する専門家から、検査・産地証明、
検疫条件などについて情報収集。

・ 県等の支援事業を活用した現地企業との交渉、国内外の商談会などに積極的
に参加し、自社の有機JAS認証品や供給体制をPR。

・ パッケージを工夫し、ミニのぼり等の販促資材を自社で作成し、商品売り場に設
置。

【連絡先】 担当者名：園田幸男 ＴＥＬ：0942-89-1559

【活用した支援・施策】 平成30年度海外ビジネス戦略推進支援事業（中小機構）、2019年度輸出スタート
アップ支援事業（佐賀県）ジェトロ等主催輸出個別商談会への参加（2019年度9回）

青果物

（平成24年度より輸出開始）
【効果があった取組】
パッケージ表記を日本語と英
語に変更し、レシピも裏面に表
記した。ポスターやミニのぼり
等の販促資材を自社で作成し
商品売り場に設置。

葉もの野菜（ほうれん草、小松菜等）


